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学会印象記

　　　　　　　　　　　　 〈 国 際 学 会 の 印 象 記 〉

一 第6回lnternational　 Cytokine　 Conference"Cytokine　 2006"一

オ ー ス トリア 国 ウイ ー ン市

2006年8月27日 ～31日

　　笠原　忠

Tadashi　 Kasahara

　 2006年8月27日 ～31日 ま で の5日 間 、オ ・一一一・ス ト

リ ア 国 ウ イ ー ン に お い て 、 第6回lntemational

Cytokine　 Conference"Cytokine　 2006"(会 場 は

Stadtpark-Hiltonホ テ ル)が 開 催 さ れ 参 加 、発 表 した 。

今 回 は 、 国 際 サ イ トカ イ ン 学 会(ICS)と 国 際 イ ン

タ ー フ ェ ロ ン サ イ トカ イ ン 学 会(ISICR)な ら び に

ヨ ー ロ ッパ サ イ トカ イ ン 学 会(ECS)と の ジ ョイ ン

トカ ン フ ァ ラ ン ス の た め 、参 加 者 は700名 を 超 え る

大 き な 会 議 で あ っ た 。 こ の 学 会 は 毎 年10-ll.月 に 開

催 され て き た が 、今 年 は モ ー ツ ア ル ト生 誕250年 で

盛 り上 が る ウイ ー ン で 開 催 、8月 中 と い う こ と も あ

り 、教 室 か ら は 大 学 院 生2名 と ス タ ッ フ2名 が 参 加

し た 。

　 本 学 会 で の 話 題 は 、サ イ トカ イ ン/イ ン タ ー フ ェ

ロ ン(IFN)の 遺 伝 子 発 現 制 御 、 シ グ ナ ル 伝 達 、 細

胞 生 存 と 細 胞 死 の 調 節 、 免 疫 ・炎 症 、 生 体 防 御 、 が

ん 、 自 己 免 疫 疾 患 とサ イ トカ イ ン/IFNと の 関 わ り、

新 た な サ イ トカ イ ン 、サ イ トカ イ ン療 法 な ど 、多 岐

の 分 野 に わ た っ て 発 表 と討 論 が 行 わ れ た 。学 会 前 夜

の キ ー ノ ー ト レ ク チ ャ ー はJ.Damell(Rockfeller

Univ)のSignal　 transducer　 and　activator　of　transcription

(STAr)の 発 見 か ら 現 在 の 知 見 ま で の 膨 大 な レ

ビ ュ ー で 開 始 し た 。4日 間 と も 午 前 中 は 、8:30か ら

の プ レ ナ リ ー セ ッ シ ョ ン で 始 ま っ た 。そ の 中 で 注 目

され た も の を い くつ か ピ ッ ク ア ッ フ.す る。D.Hilton

(WEHI,メ ル ボ ル ン)が 、 サ イ トカ イ ン シ グ ナ ル

系 に お け る 負 の 制 御 系SOCS(suppressor　 of　cytokine

signaling)分 子 の 機 能 と役 割 を 示 し た 。　SOCS-1が

TLR-2,-4を 介 す る シ グ ナ ル も 抑 制 す る こ と 、

SOCS2は 成 長 ホ ル モ ン の 作 用 系 を 抑 制 す る こ と 、

SOCS-5がEGF-R系 の 抑 制 に 関 与 す る こ と 、SOCS-7

欠 損 マ ウ ス は 水 頭 症 とな る こ と な ど、SOCSフ ァ ミ

リ ・一一一・の 複 雑 な 制 御 が 明 ら か と な っ た 。1.Dikic

(Goethe　 Univ)は 、　NF一 κB活 性 化 経 路 に お け る ユ

ビ キ チ ン の 関 与 と 、新 規 の ユ ビ キ チ ン 結 合 タ ン パ ク

(UBM,　 UBZ)の 役 割 と と も に 、 こ の 過 程 に 関 与 す

るCYLD遺 伝 子 の 欠 損 が 皮 膚 が ん の 形 成 を も た ら

す こ と を 示 した 。 岸 本 忠 三 博 士(大 阪 大 学,ICSの

Honorary　 Lifetime　 Membership　 Award受 賞)は 、　IL-6

に つ い て 、BSF-2の 発 見 か ら トシ リ ズ マ ブ と し て 関

節 リ ウ マ チ の 抗 体 治 療 薬 と し て 開 発 さ れ る ま で の

経 緯 に つ い て 講演 した 。藤 田 尚 志 博 士(京 大 ウイ ル

ス 研 、ISICRのMilstein　 Award)は ウイ ル ス 感 染 に

よ っ て タ イ プIIFNが 産 生 され る 際 、 セ ン サ ー と

し て 働 くRNAヘ リ カ ー ゼRIG-1(Retinoic　 acid

inducible　 geneI)の 発 見 とそ の 作 用 機 構 に つ い て 講

演 した 。RIG-1は 、　CARDド メ イ ン とヘ リ カ ・一一一・ゼ ド

メ イ ン を も ち 、IPS-1,　TBK-1/IKK-1,　 IRF-3,7,　 NF一 κB

活 性 化 に 重 要 な 働 き を す る 新 規 分 子 で あ る こ と を

明 ら か に した 。RIG-1関 連 分 子 は 最 近 続 々 と見 つ か

り、自然 免 疫 やIFN産 生 に お い て 重 要 で あ る こ と が

示 され て い る が 、 審 良 静 男 博 士(大 阪 大 学)は 、
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RIG-1お よびそ の関連 因子 の ノックア ウ トマ ウス

を 作 成 して そ の 機 能 を解 析 した 。K.Rajewsky

(Harvard　Med　 Sch)はBリ ンパ球 に関す るTNF

フ ァミ リー による制御 とRNAiに よる リンパ 球分

化 の制御 に関す る最新 の知 見を披露 した。

　その他 のシンポジウムやワー クシ ョップでは、例

えば、IL-21がTh2細 胞 の分化 に重要で あること、

IL-22は 抗炎症作用を持つThlサ イ トカイ ンである

こと、Thl,Th2と は異 なる新たなThl7サ ブセ ッ トの

分化、増殖 にTGFβ 、IL-6,　IL-23が 必要であ ること、

IL-27がEAEの よ うな 自己免疫疾患 の制御 に関与す

るこ と、な どが示 された。 また、多 くのケモカイ ン

の受容体であるD6は ケモカインのク リア ランスに

働 き、D6欠 損マ ウスは乾癬iや皮膚 がんを起 こしやす

いこ と、その他 、がん免疫 にお けるケモカインの役

割 、アポ トーシス とオー トフ ァジーの制御 、種 々の

シグナル 分子 の役割をsiRNA導 入 によって解析す る

な ど、新たな知見 が盛 りだ くさんで あった。私 ども

は、TNFα 刺激誘 導細胞死におけるTRAF6の 役割

について(市 川)、 レチノイ ン酸に よる好酸球分化 と

ケモカイ ン産生(吉 田)、FAK欠 損細胞におけるTNF

α誘導アポ トーシス充進 とその機構解析(園 田)に

つ いてポスター発表を行 い、討論 を行 った。

　 4日 間 にわた って、プ レナ リーセ ッシ ョン、シン

ポジ ウム、ワークシ ョップ、ポス ターセ ッシ ョンと

盛 りだ くさん のテーマ の発 表 と討 論 に大 い に刺 激

され る学会 であった。なお、当初 ロン ドンのGordon

Duff博 士か ら、　CD28抗 体(TGNI412)のPhase　 I

治 験でお きた事件 につ いて の膨 大な 中間報告 が出

され た直後 で もあ り、最終 日に緊急報告が予定 され

ていたのであ るが、Duff博 士 はTGNI412調 査委員

会 の責任者 であ り、係争 中の問題 であ るので、発 表

が急遽 中止 となったのは残念 であった。

　学会 中の夜 には、RatHouse(市 庁舎)で のデ ィナー

パ ーテ ィー とLaxenburg宮 殿 でのモー ツアル トコ

ンサー トが組 まれ てお り、Social　Programも 楽 しま

せ る ものであった。私 どもが宿泊 したホテル は会場

か ら地 下鉄 で15分 ほ どのハプルブル グ王朝の傑 作、

シェー ンブル ン宮殿 に隣接 す るホテル で あ り宮 殿

の散策 には好都合 であった。毎 日地下鉄 で通ったが、

8月 末 とい うのに通勤客は コー トやジ ャンパー姿で

あ り 、 実 際 か な り冷 え 込 ん だ 日々 が 多 か っ た 。 ウ

イ ー ン は 地 理 的 に は 稚 内 よ り も 北 に位 置 して お り 、

冬 の シ ー ズ ン の 厳 し さ を 十 分 予 想 さ せ る も の で

あ っ た 。な お 、本 学 会 の 抄 録 は 、Eur.　Cytok,　Netw・Vol.

17,Special　 issue,2006に 掲 載 され て い る 。
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(旧市街にある16世 紀創業の薬局、エンゲル ア

ポテーク。残念なが ら、日曜 日で休業であった)
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